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２９ 就業支援・職業能力開発等の推進について 

（厚生労働省）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（背景） 

○ 平成２５年４月より、民間企業の障害者法定雇用率が１．８％から  
２．０％に引き上げられたが、平成２５年６月の本県の障害者実雇用率は、

１．６８％と全国平均（１．７６％）を下回っている。  

○ 景気の回復に伴いリーマンショック後に大きく落ち込んだ大学生等の

就職率も回復傾向にあるが、企業の求める人材と学生の意識・資質とのギ

ャップにより、内定が複数取れる学生と全く取れない学生という二極化が

顕著になってきている。国は、学生の早期就職を支援するため、大学と連

携して学生の就職活動をきめ細かくサポートするジョブサポーターをハ

ローワークに配置している。  

○ 地域の中小企業にとって、新規従業員の確保と既存従業員の処遇改善が

課題となっている。この両課題の解決に「地域人づくり事業」は有効であ

るが、地域の自治体や業界団体等からは就職者数、処遇改善達成事業所数

【内容】 

(1)  障害者の多い障害保健福祉圏域については、就職を希望する障害者
の利便性を考慮し、「障害者就業・生活支援センター」の複数設置を検
討すること。 

(2)  雇用情勢は改善してきているが、職業意識の不足等により就職でき
ない新規学卒者の現状を踏まえ、「ヤング・ジョブ・あいち」に設置さ
れている「愛知新卒応援ハローワーク」などに配置しているジョブサ
ポーターを増員し、早期就職に向けた支援の強化を図ること。 

(3)  「地域人づくり事業」については、雇用拡大及び処遇改善
の一層の推進を図るため、平成２７年度以降も事業を継続し、
基金の積み増しと事業要件の緩和を実施すること。 

(4)  「第５２回技能五輪全国大会」及び「第３５回全国障害者技能競技
大会」の成果を活かし、技能伝承・技能振興の一層の推進を図るため、
「若年技能者人材育成支援等事業」を継続実施するとともに、さらな
る拡充を図ること。  

(5)  「認定職業訓練助成事業」については、国庫負担率を引き
上げるなど、都道府県の負担軽減を図ること。 

(6)  企業におけるワーク・ライフ・バランスの取組を推進するため、助
成金や税制上の控除など、支援制度を充実するとともに、長時間労働
の縮減や一般事業主行動計画の着実な実施に向けた支援を行うこと。
また、休業した労働者への経済的支援を拡充すること。 

＜くらし・医療・健康・福祉を守る＞ 
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といった成果目標などの事業要件が厳しいことや成果の把握が困難であ

るとの声が上がっている。  

○ 技能伝承・技能振興の一層の推進を図るためには、「若年技能者人材育

成支援等事業」の継続実施が必要である。また、本県では、当該事業を活

用して、技能五輪への出場が難しい中小企業技能者を対象とした町工場技

能者コンクールを実施しているが、このような地域独自の取組への支援を

拡充することが望ましい。  

○ 中小企業等への職業能力開発関連の助成措置は、国費（雇用保険特別会

計）によるものが中心で、認定職業訓練助成事業については、負担率が国

と都道府県の折半である。  

○ 男性の平成２４年度の育児休業取得率は１．８９％と依然低調であるこ

とから、男女ともに安心して育児・介護休業を取得できるよう給付期間や

金額など経済的な支援の拡充が必要である。また、育児・介護休業中の労

働者への給付金は、平成２６年４月から育児の場合は最初の６月間につい

て当分の間５０％から６７％に引き上げられたが、介護の場合は４０％の

ままであり、休業中の生活を支えるには十分とは言えない。  

（  参  考  ）  

◇   本県の障害者就業・生活支援センター設置の状況 

本 県 では、「第 ３期 愛 知 県 障 害 福 祉 計 画 （平 成 ２４年 ３月 策 定 ）」に基 づく障 害

保 健 福 祉 圏 域 は１２圏 域 あり、平 成 ２６年 度 までに、全 圏 域 に障 害 者 就 業 ・生 活 支

援 センターを設 置 することとなっている。 

設置状況  平成２４年度  平成２５年度  平成２６年度  
１０箇所  １１箇所  １２箇所  

 

◇ 平成２６年度技能五輪全国大会・全国アビリンピックの概要 

  技 能 五 輪 全 国 大 会 は、満 ２３歳 以 下 の青 年 技 能 者 が技 能 レベル 
を競 う大 会 であり、全 国 アビリンピックは、満 １５歳 以 上 の障 害 者 が 
技 能 レベルを競 う大 会 。 

 

区 分  技 能 五 輪 全 国 大 会  全 国 アビリンピック 

競技日程 平 成 26 年 11 月 28 日 ～12 月 1 日  平 成 26 年 11 月 21 日 ～23 日  

開催会場 名古屋市中小企業振興会館他（県内８市） 名古屋市国際展示場（名古屋市） 

競技職種等 機 械 組 立 て、旋 盤 等 41 職 種  機 械 CAD、ﾊﾟｿｺﾝ組 立 等 24 種 目  

参加・ 

来場者数 
参 加 者 数 ：技 能 五 輪 約 3,000 人 、アビリンピック約 1,500 人 （役 員 ･関 係 者 含 む）

来 場 者 数 ：(目 標 )18 万 人 以 上 （両 大 会 の延 数 ：選 手 ・関 係 者 ・見 学 者 等 含 む） 

主 催  厚生労働省・愛知県 (独)高齢･障害･求職者雇用支援機構・愛知県

(イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー ： ア イ チ ー タ )  


